
あんぜん北陸 第２２７号 ２０２２．５．１３
北陸地方整備局
技術開発・管理部会
工事安全管理分科会

１．工事事故の発生状況

１）過去５年平均との比較

※使用している数値は速報値であるため、今後変更となる可能性があります。

※北陸地方整備局発注の直轄工事を対象としています。

◆令和４年１月～３月事故の状況◆

【事故の特徴】

☆事故件数は「２７件」発生しており、過去５年平均に比べ１６件程度増加。

☆労働災害が「１３件」、公衆災害が「１４件」発生しており、過去５年平均に比べ

両災害とも８件増加。

☆休業４日以上労働災害が「2件」発生し、発生率が15 ％.過去5年平均に比べ減少。

☆死亡事故の発生はなかった。

◇ 例年５月から６月にかけて事故は増加します。

◇ 工事着手直後は事故発生リスクが高いことから安全管理の徹底をお願いします。

◇ 5月からは気温が上がりますので熱中症に注意が必要です。

１月から3月までの事故件数は２７件で過去5年平均と比較すると１６件増加。労働災害は13件、

公衆災害は14件発生しており、過去５年平均と比較して労働災害で８件、公衆災害で８件増加。
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３）事故割合
施工中の発生割合を、過去5年平均と比較すると、1月～３月は増加。例年、工事が本格化する５月

から６月が増加しますので、これから特に注意が必要です。

２）月別の事故発生件数
過去5年平均と比較すると、1月が７件、2月が４件、3月が６件増加。公衆災害、労働災害とも増加

しています。
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工事が本格化する５、６月は事故が増加します。
注意が必要！

事故割合 ＝ 事故件数 ／ 施工中工事件数



４）休業4日以上の事故発生状況
１月から３月の労働災害は13件発生しており、うち2件が休業4日以上の事故となっています。

休業４日以上の事故発生率は1５％となっており過去５年平均より減少しております。

５）労働災害の原因別事故発生件数

－3－
※その他：土砂崩落・落盤・電気・爆発・港湾・その他事故 等

墜落
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１月から3月までの労働災害は13件で過去5年平均と比較すると8件増加していますが、その中で墜

落の事故が最も多い。

労働災害原因別発生状況（H29～R4）
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６）公衆災害の原因別発生状況

１月から３月までの公衆災害は14件で過去5年平均と比較すると、8件多い状況です。原因別では、車

両損傷が最も多く、次に地上物件となり、主に除雪作業中に発生しています。

※その他:室内・壁内損傷、水質汚濁、その他事故等

安全帯改め、「墜落制止用器具」が完全施行となりました。

２．墜落制止用器具の完全施行について（令和４年１月２日完全施行）

4.8

5.0

6.4

8.0

0.8
4.2

29.2

0

5

10

15

20

25

30

35

全体

過去5年平均（H29～R3）

（件）

0.80.6 2
1.4

32.8

8

0.4

1

6.0

14

0

2

4

6

8

10

12

14

16

1～3月 1～3月

過去5年平均（H29～R3） R4

（件）

その他

人身

車両損傷

地上

埋設物

架空線

R4.3.31速報値

-1
+1
+2

+5

-0.4
+1
+8

安全帯の規格の全部を改正する告示が平成 31 年１月 25 日に告示され、平成 31 年２月１
日から適用され、令和４年１月２日に完全施行となりました。

■概要
高さが２メートル以上の箇所で作業を行う場合において墜落により労働者に危険を及ぼす

おそれのある場合であって足場を組み立てる等の措置が困難な場合等に使用される安全帯
について、名称、使用制限及び構造等を全面的に改め、安全性の向上を図るもの。

■墜落制止用器具は「フルハーネス型」を使用することが原則となります。
ただし、フルハーネス型の着用者が墜落時に地面に到達するおそれのある場合（高さが

６．７５m以下）は「胴ベルト型（一本つり）」を使用できます。

■以下の業務を行う労働者は、｢安全衛生特別教育」が必要です。
高さが２ｍ以上の箇所であって作業床を設けることが困難なところにおいて、墜落制止用器

具のう ちフルハーネス型のものを用いて行う作業に係る業務（ロープ高所作業に係る業務を
除く。）

■参考
墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン

（平成 30 年６月 22 日付け基発 0622 第２号）

→概要（リーフレート）は、次ページとなります。
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建設工事事故データベース（SAS）の登録を忘れずに

・建設工事事故データベース（SAS）への登録をお願いいたします。

・建設工事事故データベース（SAS）は、地方整備局・都道府県・政令指定都市・機

構等が発注する公共工事で発生した一定規模以上の事故の事故報告データの

集合体です。収集されたデータは、建設工事事故対策検討委員会や発注者にお

いて、工事事故防止に向けた対策の検討・立案に利用しています。

・休業4日以上の建設工事事故について、受注者・発注者は必ずインターネットを

利用して登録（入力）してください。

・対象工事は、以下の通りです。

・登録の際は、主任監督員・受注者への事故番号、パスワードを主任監督員宛てに
技術検査官より通知します。

・登録に関する詳細については、ホームページ内の「SASのガイドライン」を参照して
下さい。

事故の分類 事故の定義

労働災害 工事区域において工事関係作業が起因して、工事関係者が死亡あ
るいは負傷した事故。

資機材・工事製品輸送作業が起因して工事関係者が死亡あるいは
負傷した事故。
なお、ここでいう負傷とは、休業4日以上の負傷をいう。

もらい事故 工事区域において当該関係者以外の第三者が起因して工事関係
者が死亡又は負傷した事故。

なお、ここでいう負傷とは、休業4日以上の負傷をいう。

負傷公衆災害 工事区域における工事関係作業及び輸送作業が起因して当該工
事関係者以外の第三者が死傷した事故。

なお、ここでいう第三者の負傷とは休業4日以上もしくはそれに相当
する負傷をいう。

物損公衆災害 工事区域における工事関係作業及び輸送作業が起因して第三者
の資産に損害を与えた事故にあって、第三者の死傷に繋がる可能性
の高かった事故。

※工事区域：工事作業現場内及び隣接区域・登録する対象工事

ホームページ: https://sas.hrr.mlit.go.jp/
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【問い合わせ先】 北陸地方整備局 企画部 技術検査官 畑野

TEL 025-370-6702 FAX 025-280-8861


